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気
力
や
体
力
を
維
持
し
た
い

ᴿ

年
頭
に
当
た
っ
て
思
う
こ
と

ᴿ

会
長

北
爪
俊
男

正
確
に
言
え
ば
「
気
力
や
体
力
を
維
持
し
た
い
な
あ
」

す
な
わ
ち
願
望
で
す
。
年
と
と
も
に
体
力
や
気
力
が

衰
え
る
の
は
「
死
」
に
近
づ
い
て
い
く
の
だ
か
ら
当

然
で
し
ょ
う
。

代

代
の
頃
の
半
分
く
ら
い
の
重
さ
し
か
持
て

20

30

な
い
。
畑
仕
事
や
植
木
の
剪
定
は
、
一
日
４
時
間
ぐ

ら
い
し
か
で
き
な
い
、
し
か
も
休
み
休
み
に
行
い
な

が
ら
。
一
日
二
食
で
三
食
食
べ
ら
れ
な
い
し
、
食
べ

る
量
も
減
少
し
た
。
夜
、
飲
み
に
行
く
の
が
億
劫
に

な
っ
た
。
腰
や
肩
が
痛
い
。
夜
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト

が
非
常
に
ま
ぶ
し
い
。
夜
、
数
回
ト
イ
レ
に
行
く
。

で
も
、
逆
に
考
え
れ
ば
、

歳
代
後
半
で
前
述
の

70

こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
年
の
割
に
は
元
気
か
も

し
れ
な
い
。
同
世
代
を
見
て
も
似
た
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
や
世
界
の
状
況
を
み
る
と
楽
隠

居
を
決
め
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
物
価
が
上
が
っ
て

生
活
が
苦
し
い
。
世
界
の
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、

中
国
、
ロ
シ
ア
が
、
日
本
の
総
理
大
臣
が
自
分
勝
手

な
こ
と
を
し
て
い
る
。
日
本
も
世
界
も
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
平
和
で
豊
か
な
生
活
が
実
現
し
て
い
な

い
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
、
幸
福
な
生
活
の
で

き
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
、
平
和
な
民
主
主
義
国
に

日
本
を
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
退
職
者
も
活
動
す
る

必
要
が
あ
る
。
老
骨
に
む
ち
を
打
た
な
い
で
、
無
理

を
せ
ず
に
、
だ
が
着
実
に
そ
の
目
標
、
目
的
の
実
現

の
た
め
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
、
気
力
や
体
力
を
維
持
し
た
い
。

2026.3.16

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」

群
馬
県
退
職
教
職
員
協
議
会
は
、
第

回
定
期
総

51

会
を
６
月
２
日(

月)

に
群
馬
県
学
校
生
協
会
館
で
開

催
し
た
。
参
加
者
は
、
代
議
員
、
各
種
役
員
、
来
賓

を
合
わ
せ
て

名
だ
っ
た
。

34

松
本
副
会
長
（
碓
氷
）
が
成
立
を
確
認
し
、
開
会

を
宣
言
し
た
。

初
め
に
物
故
者
の
「
御
霊
」
に
黙
祷
、
昨
年
度
は

名
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
続
い
て
真
下
運
営
委
員

17

(

太
田)

の
指
揮
に
よ
り
国
民
歌
「
緑
の
山
河
」
を
斉

唱
し
た
。

次
に
、
北
爪
会
長(

太
田
）
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

「
政
治
や
社
会
に
関
心
を
持
ち
続
け
る
大
切
さ
と
、

私
達
の
影
響
力
を
保
つ
上
で
不
可
欠
な
会
員
確
保(

組

織
拡
大)

の
必
要
性
を
訴
え
、
誰
も
が
幸
せ
に
な
れ
る

社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
教
育
・
平
和

・
社
会
・
政
治
・

選
挙
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

ご
来
賓
の
方
々

か
ら
は
、
日
退
教

平
岡
良
久
事
務
局

長
、
県
教
組
小
濱

一
博
委
員
長
、
退

女
教
斉
藤
光
枝
会

長
、
学
校
生
協
高

木
恵
一
理
事
長
、

中
央
労
金
小
野
格

主
営
業
担
当
部
長
、

参
院
選
立
候
補
予

定
者
河
村
ま
さ
た

け
氏
よ
り
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
。

定
期
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
北
爪
会
長

続
く
米
寿
・
喜
寿
祝
い
の
紹
介
で
は
、
米
寿
９
名
、

喜
寿
５
名
が
氏
名
を
紹
介
さ
れ
、
記
念
品
が
北
爪
会

長
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。

議
長
に
は
、
太
田
支
部
の
久
保
田
代
議
員
が
選
出

さ
れ
、
報
告
事
項
の
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。

周
年
記
念
誌
は
、
積
立
金
を
「
能
登
半
島
地
震
の

50
義
援
金
」
と
し
て
石
川
県
退
教
へ
送
っ
た
事
も
あ
り
、

簡
略
版
で
発
行
し
た
こ
と
、
参
院
選
関
係
で
「
み
ず

お
か
俊
一
さ
ん
」
と
の
懇
談
会
が
県
内
７
支
部
で
開

催
さ
れ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
２
０
２
５
年
活
動
方
針
案
（
含
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
）
、
予
算
案
、
役
員
の
一
部
改
選
等
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
全
員
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
議
長
退
任
、
日
教
組
組
合
歌
斉
唱
、
北

爪
会
長
発
声
の
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
で
閉
会
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
松
井
正
博
さ
ん(

富
岡
甘
楽
平

和
運
動
実
行
委
員
会
事
務
局)

を
講
師
に
、
記
念
講
演

会
「
『
ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ
群
馬
子
ど
も
代
表
団
』
富
岡

・
甘
楽
地
区
の
と
り
く
み
」
を
行
っ
た
。

松
井
さ
ん
は
「
こ
の
地
区
の
平
和
運
動
実
行
委
員

会
に
は
富
岡
総
合
病
院
を
始
め
多
く
の
組
織
が
加
盟

し
、
活
動
資
金
調
達
の
た
め
『
島
原
そ
う
め
ん
』
を

販
売
し
、
そ
の
収
益
で
子
ど
も
代
表
団
派
遣
児
童
生

徒
へ
の
補
助
（
当
初
は
全
額
、
２
０
０
７
年
頃
か
ら

は
一
部
）
を
行
っ
て
き
た
こ
と
及
び
、
そ
の
詳
し
い

経
緯
や
尽
力
さ
れ
た
方
々
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

講演する松井さん
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第

回
日
退
教

組
織
活
動
交
流
集
会

31
月

日(

金)

東
京
都
ラ
ポ
ー
ル
日
教
済
で
「
日

10

10

退
教
組
織
活
動
交
流
集
会
」
が
行
わ
れ
た
。

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、
初
め
に
「
２
０
２
４
年

度
組
織
状
況
調
査
」
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
「
ト

ー
タ
ル
会
員
数
の
減
少
傾
向
が
明
確
に
な
っ
た
。
」

と
さ
れ
た
。
原
因
と
し
て
、
現
職
組
合
員
の
減
少
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
会
員
同
士
の
接
触
機
会
の
減
少
、

退
職
時
期
が
明
確
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
等
が

あ
げ
ら
れ
た
。

つ
づ
い
て
「
能
登
半
島
地
震
を
経
験
し
て
」
と
い

う
題
で
、
石
川
県
支
部
柿
平
哲
夫
さ
ん
が
「
自
身
の

母
親
が
行
方
不
明

と
な
っ
た
事
案
か

ら
、
当
時
の
大
変

な
状
況
と
県
外
で

の
親
切
な
対
応
、

避

難

計

画

の

矛

盾
、
教
職
員
共
済

の
在
り
方
等
」
に

つ

い

て

発

表

し

た
。
な
お
、
石
川

県
の
面
積
は
こ
の

た
び
の
地
震
に
伴

う
海
岸
線
の
隆
起

で
、
福
井
県
よ
り

大
き
く
な
っ
た
そ

う
だ
。
最
後
に
「
各
県
退
教
か
ら
の
義
援
金
が
と
て

も
あ
り
が
た
か
っ
た
。
」
と
話
さ
れ
た
。

午
後
の
第
二
分
科
会
で
は
、
五
本
の
リ
ポ
ー
ト
報

告
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

①
江
戸
川
区
教
職
員
組
合
友
の
会
に
つ
い
て

～
現
退
一
致
で
組
織
強
化
・
拡
大
を
目
指
し
て
～

・
会
員
同
士
の
親
睦
や
社
会
の
動
き
に
対
し
て
で
き

る
限
り
参
加
す
る
こ
と
、
減
少
傾
向
に
あ
る
現
職
組

合
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
々
の
理
由
か
ら
友
の
会
を

結
成
。
（
当
初
は
「

・

会
」
）

OB

OG

全体会で発表する石川県支部柿平哲夫さん

・
２
０
２
５
年
は
、
「
奥
能
登
を
訪
ね
て
」
地
元
の
方

々
か
ら
地
震
当
時
や
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
聞

き
、
学
校
・
子
ど
も
・
教
育
の
現
況
及
び
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
学
ん
で
き
た
。
仮
設
住
宅
に
お
け
る
ゴ

ミ
・
ト
イ
レ
の
問
題
や
心
の
健
康
等
々
「
自
治
会
」

と
「
集
会
室
」
の
必
要
性
を
知
り
、
学
校
再
開
に
関

す
る
様
々
な
苦
難
も
知
る
事
が
で
き
た
。

・
１
９
７
５
年
以
降
、
珠
洲
市
に
原
発
誘
致
の
話
が

あ
り
様
々
な
懐
柔
策
が
と
ら
れ
、
反
対
派
へ
の
嫌
が

ら
せ
も
行
わ
れ
た
が
、
住
民
の
粘
り
強
い
反
対
運
動

で
原
発
の
計
画
は
凍
結
さ
れ
た
。
も
し
建
設
さ
れ
て

い
た
ら
と
考
え
る
と
恐
ろ
し
い
。

②
島
根
原
発
差
し
止
め
訴
訟
の
現
状
と
今
後
の
反
原

発
闘
争

・
様
々
な
観
点
か
ら
問
題
の
あ
る
島
根
原
発
１
・
２

号
機
運
転
差
し
止
め
訴
訟
は
、
１
９
９
９
年
の
提
訴

か
ら

年
が
経
過
。
福
島
事
故
後
１
号
機
は
廃
炉
を

26

決
定
。
広
島
高
裁
の
申
請
却
下
を
受
け

年

月
７

'24

12

日
２
号
機
の
再
稼
働
開
始
。

・
住
民
の
生
命
、
身
体
、
生
活
、
文
化
を
守
る
た
め
、

原
発
を
止
め
る
ま
で
国
・
中
電
に
対
し
て
１
日
で
も

長
く
戦
い
続
け
た
い
。
若
者
へ
の
働
き
か
け
で
運
動

の
継
承
を
目
指
す
。

③
そ
れ
だ
け
は
や
め
て
く
だ
さ
い

（
岩
国
基
地
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
剽
空
母
艦
載
機
離
着
陸
訓
練
）

・

~
(

土
日
祝
日
を
除
く)

地
元
の
強
い
反
対

'25.
9.
17

26

に
も
拘
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
軍
は
岩
国
基
地
で

(

空
母

FCLP

艦
載
機
離
着
陸
訓
練)
を
強
行
し
た
。
䢧
硫
黄
島
の
飛

行
場
損
傷
の
た
め
と
い
う
理
由

最
新
鋭
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
ス
ー
パ
ー
ホ
ー
ネ
ッ
ト
、

は
、
離
発
着
を
何
回
も
繰
り
返
し
、
激
し
い

F
35
C

爆
音
を
ま
き
散
ら
し
た
。
昼
も
夜
も
実
施
し
た
。
学

校
、
病
院
、
幼
稚
園
、
保
育
園
が
あ
り
た
く
さ
ん
の

人
が
住
ん
で
い
る
。
市
民
の
生
活
が
あ
る
。
話
も
電

話
も
で
き
な
い
。
眠
れ
な
い
。

を
超
え
た
と
き

100
db

も
あ
る
。

機
の
米
軍
機
が
配
備
さ
れ
た
岩
国
基
地
。

120

山
口
県
退
職
教
職
員
協
議
会
メ
ン
バ
ー
は
地
元
の
市

民
と
「
愛
宕
山
見
守
り
の
集
い
」
な
ど
で
戦
争
反
対

の
声
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

④
築
城
基
地
の
現
状
と
私
た
ち
の
課
題

・
米
軍
再
編
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
と
い
う
事
に

よ
り
、
福
岡
県
築
城(

つ
い
き)

町
に
あ
る
航
空
自
衛

隊
基
地
で
、
日
米
共
同
訓
練
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ

た
。
米
軍
施
設(

駐
機
場
・
弾
薬
庫
・
滑
走
路
延
長
等)

が
次
々
と
設
置
さ
れ
、
米
軍
機
の
受
け
入
れ
も
有
事

の
際
の
は
ず
が
、
日
米
地
位
協
定
第
２
条
４
項
Ｂ
に

よ
り
日
米
合
意
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
共
同
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑤
熊
本
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動

・
非
常
勤
講
師
の
処
遇
改
善
の
た
め
、

年
５
月

'15

18

日
に
熊
本
県
労
働
委
員
会
に
救
済
申
立
を
行
い
、
９

月
県
教
委
と
の
団
交
が
始
ま
り
、

年
２
月

日
に

'16

29

労
働
協
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

・

年
４
月
１
日
か
ら
非
常
勤
講
師
は
「
特
別
職(

労

'20
働
組
合
法)

」
か
ら
一
般
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
り
、
地
方
公
務
員
法
の
全
面
適
用
と
な
り
取
り
組

み
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

令
和
７
年
度

囲
碁
交
流
会

剹
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
真
剣
な
対
局
剹

十
一
月
十
七
日
の

月
曜
日
、
甘
楽
教

育
会
館
で
行
わ
れ

た
。参

加
者
は
甘
楽
六

名
、
前
橋
、
碓
氷
、

太
田
、
各
一
名
の

ほ
か
役
員
三
名
、

さ
ら
に
差
し
入
れ

し
て
い
た
だ
い
た

甘
楽
支
部
長
の
秋
山
さ
ん
の
計

名
で
し
た
。

13

な
じ
み
あ
る
面
々
だ
が
、
一
年
ぶ
り
の
対
局
も
あ

り
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
た
。
参
加
費
は
三
百
円
で
、
昼
食
、
飲
み
物
、
お

菓
子
等
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

市
川
旭
さ
ん
ほ
か
、
甘
楽
支
部
の
会
員
に
昼
食
、

湯
茶
、
菓
子
等
の
手
配
な
ど
今
年
も
世
話
に
な
っ
た
。

和やかに対局する参加者
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グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
東
毛
大
会

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
東
毛
大
会
は
、

月

日(

月)

10

27

に
太
田
市
の
利
根
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
５
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
下
３
ラ
ウ
ン
ド
24

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
あ

り
ま
せ
ん
で
き
た

が
、
和
気
藹
々
と

お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
な
が
ら
競
技

し
ま
し
た
。
優
勝

は

打
で
ま
わ
っ

65
た
前
橋
支
部
の
角

田
正
さ
ん
で
す
。

課
題
は
参
加
者
を

増

や

す

こ

と

で

す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
中
毛
大
会

䢣
大
会
史
上
初
？

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
５
䢣

月
４
日
（
火
）
吉
岡
町
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

11
ゴ
ル
フ
場
を
会
場
に
中
毛
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会(

４
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ー
ル)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

32

当
日
は
穏
や
か
な
陽
気
で
、
ま
だ
紅
葉
も
鮮
や
か

な
よ
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
し
た
。

名
を
二
組
に
分
け
て

10
競
技
を
行
い
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
た
選

手
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

競
技
で
は
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
賞
が
５
つ
も
出
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。

主
な
成
績
は
以
下
の
通

り
で
す
。

○
優
勝

角
田
正
さ
ん

（
前
橋
）

優
勝
し
た
角
田
正
さ
ん(

右
）

参
加
者
が
見
守
る
中
、
第
１
打

を
打
つ
真
下
さ
ん[

太
田]

ス
コ
ア
＝
７
９

○
準
優
勝

野
中
笑
子
さ
ん
（
豊
秋
ク
ラ
ブ
）

ス
コ
ア
＝
８
７

○
第
３
位

小
山
二
美
雄
さ
ん
（
桐
生
）

ス
コ
ア
＝
９
５

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
西
毛
大
会

䢣
優
勝
者
は
２
ラ
ウ
ン
ド
で

４
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
䢣

月
８
日
（
土
）
富
岡
市
も
み
じ
平
総
合
公
園
北

11
ゾ
ー
ン
（
芝
生
）
に
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
西
毛
大
会

が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
甘
楽
支
部
６
名
、
碓
氷
支
部
５
名
、
前

橋
支
部
１
名
、
桐
生
支
部
１
名
、
そ
の
他
６
名
、
合

計

名
で
あ
っ
た
。

19小
倉
正
之
前
会
長
の
挨
拶
、
簡
単
な
ル
ー
ル
説
明

の
後
、
４
、
５
名
ず
つ
の
４
班
に
分
か
れ
練
習
１
ラ

ウ
ン
ド
競
技
２
ラ
ウ
ン
ド
を
行
っ
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
、
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、
各
自
賞

品
、
参
加
賞
を
も
ら
い
大
会
終
了
と
な
っ
た
。

優
勝
者
は
甘
楽
支
部
の
飯
野
福
男
さ
ん
、
第
２
位

は
前
橋
支
部
の
角
田
正
さ
ん
、
第
３
位
は
桐
生
支
部

の
小
山
二
美
雄
さ
ん
だ
っ
た
。

小
春
日
和
で
、

周
囲
の
木
々
の

紅
葉
も
美
し
か

っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な

大
会
に
参
加
し

て
い
る
人
や
一

年
ぶ
り
に
ク
ラ

ブ
を
握
る
人
な

ど
、
巧
拙
入
り

交
じ
り
な
が
ら

も
和
気
あ
い
あ

い
と
実
施
す
る

こ

と

が

で

き

た
。

広
々
と
し
た
会
場
で
競
技
す
る
参
加
者

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
催

１
月

日
（
月
）
運
営
委
員
会
に
引
き
続
き
、
県

26

退
教
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
学
校
生
協
で
開
催
し
た
。
参

加
者
は
役
員
と
運
営
委
員

名
。
３
チ
ー
ム
に
分
か

10

れ
て
試
合
を
行
っ
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
な
っ
て

い
て
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
プ
レ
イ
で
き
る
。

始
め
に
白
い
球
を
コ
ー
ト
内
に
投
げ
、
２
チ
ー
ム

が
赤
と
青
の
球
を
一
つ
ず
つ
投
げ
る
。
白
い
球
か
ら

遠
い
チ
ー
ム
が
次
の
球
を
投
げ
る
。
１
投
ず
つ
白
い

球
か
ら
遠
い
チ
ー
ム
が
投
げ
、
一
人
２
球
ず
つ
投
げ

終
わ
っ
た
時
点
で
、
白
い
球
に
一
番
近
い
球
の
チ
ー

ム
が
勝
ち
に
な
る
。
負
け
た
チ
ー
ム
の
一
番
近
い
球

よ
り
近
い
球
の
数
が
得
点
に
な
る
。
氷
上
で
行
う
カ

ー
リ
ン
グ
に
似
て
い
る
所
も
あ
る
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
投
げ
ら
れ
な
い
が
、
慣
れ

る
に
し
た
が
っ
て
素
晴
ら
し
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
人

も
出
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

県
退
教
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
は
今
回
で
２
回
目
の
開
催

に
な
る
。
今
回
は
順
位

を
つ
け
た
り
、
表
彰
を

し
た
り
し
な
か
っ
た
が
、

来
年
度
は
や
り
方
を
改

善
し
て
、
よ
り
多
く
の

会
員
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

夢
中
に
な
っ
て
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
た
熱
戦
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特
別
寄
稿

中
央
ア
ジ
ア
五
か
国
を
回
っ
て

碓
氷
支
部

松
本
哲
夫

「
い
つ
か
行
き
た
い
ね
。
」
が
「
行
こ
う
。
」
に
変

わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
息
子
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
赴
任
が

決
ま
っ
た
か
ら
だ
。
孫
た
ち
に
会
い
に
行
く
こ
と
を

目
的
に
、
我
ら
夫
婦
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
「
青
の

都
」
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
見
た
い
と
い
う
姉
と
共
に
三

人
で
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

仁
川
経
由
で
最
初
の
国
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
に
到
着
し
、
ヒ
ヴ

ァ
に
あ
る
イ
チ
ャ
ン
カ
ラ
城
壁

を
散
策
。
地
元
ガ
イ
ド
の
日
本

語
に
よ
る
解
説
に
感
心
し
な
が

ら
そ
の
歴
史
を
知
っ
た
。
翌
日

国
境
を
越
え
、
中
央
ア
ジ
ア
の

北
朝
鮮
と
言
わ
れ
る
ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン
に
入
国
。
悪
路
を
４

で
飛
ば
し
て
「
地
獄
の
門
」

WDへ
。
落
盤
し
て
で
き
た
大
穴
の

中
に

年
間
燃
え
続
け
て
い
る

54

と

い

う

炎

が
見
え
た
。

風

向

き

で

熱

さ

も

感

じ
な
が
ら
も
炎

を
背
景
に
写
真

を
撮
っ
た
。

ゲ
ル
で
一
晩
明
か
し
て
悪
路

を
引
き
返
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
に
戻
っ
た
。
ブ
ハ
ラ
で
は
イ

ス
マ
イ
ー
ル
サ
ー
マ
ニ
ー
廟
、

カ
ラ
ー
ン
ミ
ナ
レ
ッ
ト
な
ど
を

観
光
し
、
ツ
ア
ー
の
目
玉
、
テ

ィ
ム
ー
ル
王
朝
の
首
都
で
あ
っ

た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
行
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
レ
ギ
ス
タ
ン
広
場
の

建
造
物
に
圧
倒
さ
れ

た
。
そ
の
他
に
も
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
繊

細
で
芸
術
的
な
デ
ザ

イ
ン
を
施
さ
れ
た
歴

史
的
遺
産
が
綺
麗
な

形
で
残
さ
れ
て
い
て

驚
き
を
禁
じ
得
な
か

っ
た
。

続
い
て
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
に
入
国
。
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
と
は
対

照
的
に
破
壊
さ
れ
尽

く
し
た
遺
跡
を
目
に

す
る
こ
と
に
な
り
、

歴
史
の
厳
し
さ
を
知

っ
た
。
ま
た
、
旧
ソ

連
に
よ
り
シ
ベ
リ
ア

な
ら
ぬ
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
に
抑
留
さ
れ
た

日
本
人
の
墓
を
、
何
の
所
縁
の
無
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
人
が
三
代
に
渡
っ
て
墓
守
を
し
て
く
れ
て
い
る
事

実
を
知
っ
た
時
に
驚
く
と
共
に
深
い
感
謝
の
念
が
沸

い
た
。
今
回
三
代
目
の
人
か
ら
線
香
を
い
た
だ
い
て

お
墓
に
焼
香
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
墓
守
の
方
に

は
当
時
の
安
倍
元
首
相
か
ら
勲
章
が
贈
ら
れ
た
よ
う

だ
。次

に
行
っ
た
キ
ル
ギ
ス
で
は
木
の
無
い
山
が
あ
る

こ
と
に
、
そ
し
て
琵
琶
湖
の
９
倍
あ
る
と
い
う
イ
シ

ク
ク
ル
湖
を
は
じ
め
と
す
る
雄
大
な
自
然
に
驚
い
た
。

最
後
に
訪
れ
た
の
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
。
息
子
一
家

が
暮
ら
す
ア
マ
ル
テ
ィ
は
二
百
万
都
市
で
高
層
ビ
ル

が
立
ち
並
び
、
車
の
渋
滞
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。

無
事
一
家
が
暮
ら
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
行
く

こ
と
が
で
き
当
初
の
目
的
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

い
つ
も
の
テ
レ
ビ
電
話
で
は
な
く
実
際
に
会
っ
て
元

気
な
姿
を
確
認
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
だ
っ
た
。
食

事
や
ト
イ
レ
の
問
題
等
大
変
な
思
い
も
し
た
が
、
満

足
な
旅
と
な
っ
た
。

「
万
博
一
万
人
の
第
九
」
に
参
加
し
て

邑
楽
支
部

川
島
真
一

４
月

日(

日)

大
阪
万
博
の
開
幕
に
合
わ
せ
、
一

13

万
人
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
合
唱
し
よ
う
と
い

う
催
し
が
行
わ
れ
合
唱
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
指
揮
者
の
佐

渡
裕
氏
が
会
場
に
姿
を
見
せ
る
と
雨
が
止
み
薄
日
が

差
し
て
き
た
。

合
唱
団
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
か
ら
大
屋
根
リ
ン

グ
上
ま
で
広
範
囲
に
広
が
り
、
遠
く
の
人
は
大
型
の

画
面
で
指
揮
者
を
見
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
を
聴
い
た
。
「
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
、

と
て
も
一
つ
の
歌
声
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
」
と
思

わ
れ
た
が
、
最
新
の
音
響
・
映
像
設
備
は
、
そ
ん
な

不
安
を
一
掃
し
、
大
き
な
一
塊
の
歌
声
が
会
場
全
体

に
響
き
渡
っ
た
。

「
分
断
が
生
ま
れ
て
い
る
世
界
で
も
再
び
皆
が
一
つ

に
な
っ
て
喜
び
を
目
指
そ
う
」
と
い
う
歌
詞
の
主
題

が
、
一
万
人
の
力

強
い
歌
声
と
共
に

体
現
さ
れ
深
い
感

動
を
覚
え
た
。

大屋根リング上で合唱する参加者たち

イ
チ
ャ
ン
カ
ラ

地
獄
の
門

サマルカンド（レギスタン広場）

群
馬
県
退
職
教
職
員
協
議
会

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
三
䢣
一
䢣
一
〇
教
育
会
館
内

発
行
責
任
者

会
長

北
爪
俊
男

電
話
（
０
２
７
）
２
３
１
䢣
１
１
５
１
（
代
）

F
A
X

（
０
２
７
）
２
３
４
䢣
１
２
９
４


